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薬物依存症について聞いてみよう 

薬物依存症について知ろう 
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平野の町づくりを考える会 / 和っしょい！ひらの 

皆さん、『薬物依存症』って知っていますか？ 
昔は『薬物中毒』とか『ヤク中』など誤解を受けやすい名前で呼ばれていました。 
言葉から受けるイメージで「犯罪に手を染めた人」「自己責任だからしかたないのでは」など、あまり良い印象
を持っていない方もおられると思います。 
しかし、薬物依存症は、違法ドラッグに限らず精神安定剤や睡眠薬、鎮痛剤、アルコールなどでも引き起こされ
ます。身近なもので誰でもかかる可能性がある病気です。 
また、15 歳以上の人の中で、生涯において一回でも大麻、覚せい剤、コカイン、ヘロイン、ＬＳＤ又はシンナ
ーを乱用したことのある人の数は、約 234 万人と推定されているという報告もあります。 
（ちなみに慢性疾患の代表格の糖尿病は平成 17年度調査で 247 万人）。 
そんな薬物依存症ですが、専門の病院に行き、自助クループへ行って、回復して仕事をしたり、地域で生き生き
と暮らしている方もたくさんいらっしゃいます。今回の体験談を通して、薬物依存症について考えてみる機会に
してみませんか？たくさんの皆さんの参加を心よりお待ちしております。 
 

上中別府四郎氏 1950 年(S.25)生 
中・高時代より、シンナー・鎮痛剤・睡眠薬・アルコールを使用。社会人になっても、アルコールの飲酒問題が進行、
離婚、失職、サラ金問題、精神病院の入退院を繰り返し、33 歳で大阪マック（アルコール・薬物依存症者のリハビリ
センター）に通所、1 年間のリハビリプログラムを受ける。リハビリ終了後、名古屋マック開設に伴い、スタッフと
して勤務。その後 10 年間、名古屋マック責任者をし、この間に 1 年間のアメリカ研修を経験する。帰国後、一般の会
社に勤め、昨年から大阪マックのスタッフ、支援員として勤務、現在に至る。 

 日時 平成 20年 4月 19 日（土）午後 12 時 30 受付 13 時開演 

 場所 にこにこセンター 3F（平野区社会福祉協議会） 

 定員 60 名（定員になり次第締め切り） 

 料金 無料 

ちょっと聞いてみませんか？こころの声 

ひらのこころの保健室 
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